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• 平成21年10月10日から平成22年1月6日の約3カ月.

• 毎日葉数・茎長・その他気づいた点等を観察記録ノート
に記載.

• 平成21年12月2日・20日・27日を除いた85日分が 実際
のデータとなる.

• 葉数測定は目視で行い，茎長測定は一般的な定規を
用いて行った.

• 二日に一回，水やりを行った.

観察方法



研究結果
■ プロセス別のまとめ

発芽率奇形率開花率結実率生存率

地球種 16/16 0/16 6/8 4/8 4/8

宇宙種 16/16 2/16 6/8 2/8 4/8
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■ 茎長と葉数の変化 茎長・葉数共に
差が見られない。



• 地球種・宇宙種ともに葉の開閉や首振り運動が
確認できた.

• 首振り運動に関して・・・

É回転方向や振りの大きさ，周期などで違いが
あるのではないか.

É今回は，成長期のシステムトラブルや、画像の粗さから
解明できなかった.

É今後，システムの安定性を高め，カメラの性能を上げる.

■ 動画を用いた分析のまとめ



発芽に向けて成長した形跡はあ
るが，子葉になる部分において
ねじれが生じ，間引きすると脆く
崩れた.

子葉が上を向かずに下に向かって
開いていた.

しかしその後，茎は上に向かって成
長した.

奇形個体1 奇形個体2

平成21年10月24日 撮影平成21年10月24日 撮影

■ 宇宙種における奇形種



• 発芽率が共に100%である.

• 地球種・宇宙種共に葉数・

茎長に関しては，変化が見ら

れなかった.

• 地球種・宇宙種共に同じ現象

が起きた.

宇宙種は茎長・葉数・形質において，

宇宙環境の影響を「受けて無い」と

考える.

考察
• 奇形個体が確認された.

宇宙環境の影響を受けたから

という根拠は無い.

奇形個体・通常個体の器官形成に

関与する遺伝子を（DNA解析）比較

することにより変異があるのか明ら

かにする.



• 地球種のさや数が4つ，宇宙種のさや数が2つ

花・さや形成時に過剰の水やりにより，水枯れの現象が起きており，

さや形成に影響を与えた可能性が高い.

宇宙環境の影響を受けた為，さや数に違いが見られたとは言い切れない.

まとめ
• F0の宇宙種では，茎長・葉数・形質において宇宙環境における

影響は「無い」と考える.

• 宇宙種・地球種の奇形率や結実率で差が確認されたが，宇宙

環境の影響であるとは確定できない.



• 観察方法の改良

・・・測定器具の充実，観察者毎の誤差を是正.

• 生育環境の改善

・・・湿度を低くする，水やりの回数を減らす.

• F0の宇宙種の遺伝子を分析し，地球種と比較する.

• 奇形個体と通常個体の子葉形成に関わる遺伝子を比較する.

• F1の宇宙種の観察.

• WEBカメラを用いた観察システムの改良.

次回への課題・展望


